科目７　認知症の理解　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　
演習問題
■次の文章の（ ）に入る適切な語句を答えなさい。
➀認知症高齢者の日茶生活の状態を表す基準として、1993（平5）年に厚生労働省から出された（　　　　　　　　　　　　　　　　）がある。
➁認知症には、精神障害に伴って必ず生じる（　　　　　　）と、出現頻度に差異がある（　　　　　　　）の2つの症状がある。
➂（　　　　　　）は、脳血管障害に基づく二次性認知症で、脳血管障害の発症時期とほぼ同時期に発症する。
➃（　　　　　　　　　　　）は、大脳皮質を中心にアミロイドというたんぱく質の蓄積に伴い発症する。
➄（　　　　　　　　　）は、男性に多いといわれ、初発症状は、記憶障害が多く、経過中にパーキンソン症状などが出現する。
➅（　　　　　　　　）の症状は、協調せずにわが道を行くような行動や常同行動が特徴である。
➆64歳以下で発症する（　　　　　　）は、働きざかりに起こるため、経済的問題や家庭問題が多く生じる。
⑧血管性認知症でもみられる（　　　　　）は、脳血流の低下などによって脳機能が低下して生じる症状である。
⑨家族介護者へのケアのひとつとして（　　　　　　　　　）がある。在宅で介護する家族にとって、休息は不可欠という考え方で広がったものである。
➉家族介護者が、心理的ストレスを発散し、情報交換を行い、同じ経験をもつ仲間として支え合う場として、（　　　　　）などへの参加をすすめることが効果的な場合もある。
